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クロロホルム Chloroform CHCl3

1．別　名

トリクロロメタン

4．他の分析方法

ガスクロマトグラフ法〔NIOSH〕

2．性　質

3．危険性・有害性

液体　無色　甘い刺激臭
●分子量； 119.38 ●比重； 1.498
●蒸気密度； 4.12 ●沸点； 61.2℃
●蒸気圧； 21.2kpa（蒸気濃度19.7％）
●溶解性； 難（20℃　0.82g/100g水）
●許容濃度； 日本10ppm

米国10ppm（TWA）
●管理濃度； 10ppm

5．用途及び発生場所

医薬品（麻酔剤，消毒剤），溶剤，有機合成の原料，

フッ素系冷媒の製造

6．関係法令

7．検知管の適用

安衛令（名称等表示），有機則（第1種），毒劇法（劇物），

消防法（届出物資），危険物船送則（毒物），IMDGコ

ード・クラス6－1

可燃性・爆発性； なし　不燃性
人体への影響； 慢性中毒症状としては，胃腸障害，

肝臓・腎臓障害がある。
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152S

濃度と作用

濃　度〔ppm〕 作　　　　　　用

30 臭気が感知できる。しかし，すぐに臭覚が
麻ひする。

100 不快感や不安感が起こる。
1,000 5～10分のばく露で，めまい，吐き気をも

よおし，頭痛，疲労が残る。
4,000～5,000 脈拍が早くなる。おう吐，思考混乱。
14,000～16,000 麻酔性を発揮する危険濃度。

152S クロロホルム
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仕　様

他のガスの影響

測 定 範 囲 23～500ppm

試料採取量 200ml（印刷目盛：70～500ppm）
と測定範囲 300ml（温度補正値÷2：35～250ppm）

400ml（温度補正値÷3：23～167ppm）

測 定 時 間 1.5分間/100ml

検 知 限 度 20ppm（400ml）

色 の 変 化 白色→黄橙色

反 応 原 理 酸化剤で分解して塩素を発生させ，こ

の塩素とオルトリジンが反応して黄色

ホロキノンを生成する。

CHCl3＋I2O5＋CrO3＋H2S2O7→Cl2

有 効 期 限 2年（冷蔵庫保管，0～10℃）

妨　害　ガ　ス
濃度

影　響
〔ppm〕

ハロゲン 指示が高くなる

ハロゲン化炭化水素 〃

ヘキサン 200 指示が低くなる

経 年 変 化 変色層の境界が不明瞭になり，指示が

低くなる。

使用温度範囲 10～40℃（温度補正あり）

湿度の影響 なし（30℃，相対湿度80％以下）

校 正 方 法 ガスクロマトグラフ法

・ヘキサンが単独で存在した場合は影響しない。


